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第 2 章では，テレビカメラ用のイメージセンサにおいて， LSI の微細加工技術を適用しながら画素面積の縮小を図る




































(4) 一層の高感度化を図るためには，増幅型イメージセンサの実用化が必須となる。本研究では， CMOS デバイスを
用いた高集積化が可能な増幅型 MOS イメージセンサの新しい回路方式を提案し，試作によりその効果を確認して
いる。増幅型イメージセンサの雑音の発生原因についても解析し，その低減効果を示している。
(5) 更に高感度化を図るために，増幅型イメージセンサとしてシリコンウエハ上に増倍膜を形成した固体素子を検討
している。イメージセンサとしての性能予測を行うとともに，新しい LSI プロセスを開発し，それを適用したテス
トチップ試作により増倍効果を確認し，将来イメージセンサとして実用化が可能であることを示している。
以上のように，本論文はイメージセンサの画素面積の縮小を図りながら高感度化を実現するため，種々の高感度化
技術の分析と検討を行い，素子構造や回路構成，最適設計手法の提案を行い，イメージセンサを試作し，それらの有
効性を示している。画素面積の小さい高感度 LSI イメージセンサの実用化と可能性を示しており，電気電子工学に寄
与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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